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令和７年４月１５日 

 

令和７年度病害虫発生予報第１号 

 

                          長崎県病害虫防除所長 

 

向こう１か月間における主な病害虫の発生動向は次のように予想されます。  

【予報の概要】 

 

農作物名 

 

       病 害 虫 名 

     発 生 程 度 

  現  況   予  想 

麦  類 うどんこ病 

赤かび病 

並  

並 

並  

やや多 

ばれいしょ 疫病 

アブラムシ類 

ジャガイモガ 

並  

やや多  

並  

並  

やや多  

並  

トマト 黄化葉巻病 

灰色かび病 

コナジラミ類 

多  

並  

やや多  

多  

並  

やや多  

いちご 

（本圃） 

灰色かび病 

ハダニ類 

アザミウマ類 

やや少  

少  

やや少  

やや少  

やや少  

並  

果樹共通 カメムシ類 並  並  

茶 カンザワハダニ 

チャノキイロアザミウマ 

クワシロカイガラムシ 

（防除情報第１号） 

やや少  

少  

少  

やや少  

少  

少  

 

【発生予報】              本文の（      ）内は平年値 

 

麦 類  

 

１．うどんこ病  

（１）予報内容：発生程度 並  

（２）予報の根拠  

ア ４月前期の巡回調査（大麦９筆、小麦１５筆）の結果、発生を認めなかっ

た（大麦 発生を認めない、小麦 発病茎率０.０％、発生圃場率０.８％）。 

イ ４月３半旬の県予察圃場（無防除、諫早市）調査の結果、発生を認めなか

った（大麦 発生を認めない、小麦 過去１０か年平均 ５.５％）。 

 

２．赤かび病  

（１）予報内容：発生程度 やや多  

（２）予報の根拠  

ア ４月前期の巡回調査（大麦９筆、小麦１５筆）の結果、大麦、小麦で発生

を認めなかった（大麦 発生を認めない、小麦 過去１０か年平均 発病穂

率０ .０％、発生圃場率１ .３％）。  

イ ４月３半旬の県予察圃場（無防除、諫早市）調査の結果、大麦、小麦で発

生を認めなかった（大麦 過去１０か年平均 ０.１％、小麦 発生を認めな

い）。  

 ウ 感染時期（小麦：開花期、大麦：葯殻抽出期）に感染に好適な気象条件で

推移した。 

  エ 向こう１か月の気温は平年並か高い見込みであり、本病の発生に好適であ
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る。 

（３）防除上注意すべき事項 

 ア 小麦の場合、開花最盛期（出穂期の概ね７日後）と、その１０～２０日後

に２回目の防除を行う。 

イ 大麦の場合、葯殻抽出始め（穂揃期の１０日後）と、その概ね７日後に２

回目の防除を行う。 

ウ 出穂期は、播種時期や圃場条件、今後の気象等によって異なるため、必ず

圃場ごとの生育状況を確認したうえで、適期防除に努める。 

エ  薬剤の種類によっては、麦種ごとに農薬使用基準が異なる場合があるので、

使用にあたっては収穫前日数及び使用回数に特に注意する。 

  

ばれいしょ 

 

１．疫 病 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠等 

 ４月前期の巡回調査（２４筆）の結果、発生を認めなかった（過去１０か

年平均 発病株率０.２％、発生圃場率１.３％）。 

（３）防除上注意すべき事項 

   発生を認めてからの薬剤散布は効果が劣るため、ジャガイモ疫病初発時期

予測システム（ＦＬＡＢＳ-Ｎ）の予測結果を参考に発生前からの防除を行う。

ＦＬＡＢＳ-Ｎの予測結果はホームページを随時更新している。 

 

２．アブラムシ類 

（１）予報内容：発生程度 やや多 

（２）予報の根拠 

ア ４月前期の巡回調査（２４筆）の結果、寄生株率は４.５％（５.８％）、

発生圃場率は５４.２％（３９.６％）であった。 

イ 黄色水盤トラップ（雲仙市：中山間営農研究室調査）では、トラップ設置

（３月上旬）から成虫の誘殺が確認されており、平年（過去５か年平均）より

  やや多い状況で推移している。 

ウ 向こう１か月の気温は平年並か高く、降水量は少ない見込みであり、本虫

の発生に好適である。  
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３．ジャガイモガ 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

ア ４月前期の巡回調査（２４筆）の結果、発生を認めなかった（被害株率 

０.０％、発生圃場率２.１％）。 

イ 向こう 1 か月の気温は平年並か高く、降水量は少ない見込みであり、本虫

の発生に好適である。 

 

トマト 

 

１．黄化葉巻病 

（１）予報内容：発生程度 多 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（９筆）の結果、発病株率は１.４％（０.３％）、発

生圃場率は５５.６％（１９.１％）であった。 

（３）防除上注意すべき事項 

   媒介虫であるタバココナジラミの防除を徹底する（タバココナジラミの項

参照）。  

 

２．灰色かび病 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（９筆）の結果、発病果率は０.１％（０.２％）、発 

  生圃場率は２２.２％（１６.３％）であった。発病葉率は０.７％（０.８％）、

発生圃場率は２２.２％（２７.８％）であった。 

（３）防除上注意すべき事項 

 ア ハウス内が多湿にならないよう曇雨天時でもできるだけ換気を行う。 

イ 発病果、発病葉は伝染源となるので早急に除去し、ハウス外に持ち出し適

正に処分する。 

 ウ 多発後の薬剤防除は効果が劣るので予防的な防除に努める。 

 エ 薬剤耐性発達防止のため、同一系統の薬剤（令和７年長崎県病害虫防除基

準Ｐ１６２～１６３の「作用機構による分類（ＦＲＡＣ）」参照）を連用し

ない。 

 

３．コナジラミ類 

（１）予報内容：発生程度 やや多 

（２）予報の根拠 

 ア ４月前期の巡回調査（９筆）の結果、寄生葉率は９.０％（４.２％）、発

生圃場率は３３.３％（４８.３％）であった。一部多発圃場があった。 

 イ 向こう１か月の気温は、平年並か高い見込みであり、本虫の発生に好適で

ある。 
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（３）防除上注意すべき事項 

 ア 黄化葉巻病の発生が多い状況にあるので、作付け終了までの施設内の防除

対策を徹底する。 

 イ 黄色粘着板等で本虫の発生状況を把握し、防除に努める。 

ウ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和７年長崎県病害虫防除基準Ｐ

１６５～１６６の「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤を連用

しない。 

エ コナジラミ類は葉裏に多く寄生しているので、かけむらがないように丁寧

に薬剤散布する。 

オ マルハナバチを使用するハウスでは、影響の少ない薬剤を使用する。 

カ 施設内および周辺の雑草は生息・増殖場所となるので除草する。 

 

いちご 

 

１．灰色かび病  

（１）予報内容：発生程度 やや少 

（２）予報の根拠 

 ４月前期の巡回調査（２６筆）の結果、発病果率は０.０％（０.３％）、

発生圃場率は７.７％（２２.２％）であった。  

（３）防除上注意すべき事項 

 ア ハウス内が多湿にならないよう曇雨天時でもできるだけ換気を行う。 

イ 発病果等の発病部位は伝染源となるので早急に除去し、ハウス外に持ち出

し適正に処分する。 

 ウ 多発後の薬剤防除は効果が劣るので予防的な防除に努める。 

 エ 薬剤耐性発達防止のため、同一系統の薬剤（令和７年長崎県病害虫防除基

準Ｐ１７９～１８１の「作用機構による分類（ＦＲＡＣ）」参照）を連用し

ない。 

 

２．ハダニ類 

（１）予報内容：発生程度 やや少 

（２）予報の根拠 

ア ４月前期の巡回調査（２６筆）の結果、寄生株率は３.７％（１４.０％）、

発生圃場率は３４.６％（６１.１％）であった。 

イ 向こう１か月の気温は平年並か高い見込みであり、本虫の発生に好適であ

る。 
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（３）防除上注意すべき事項 

 ア 下葉の裏に多く寄生するので、薬液が下葉の裏に十分かかるよう丁寧に散

布する。 

イ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統（令和７年長崎県病害虫防除基準    

Ｐ１８２～１８３の「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）の薬剤の連用

を避け、薬剤感受性低下の恐れが少ない気門封鎖剤や異なる系統の薬剤によ

るローテーション散布を行う。 

 ウ 天敵を導入している圃場では、天敵に影響の少ない薬剤を散布する。ただ

し、ハダニが多発し、今後、天敵による防除効果が見込めない圃場では、天

敵への影響は考慮せず効果の高い薬剤を散布する。 

 

３．アザミウマ類 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

ア ４月前期の巡回調査（２６筆）の結果、寄生花率は５.０％（過去９か年平 

均６.５％）、発生圃場率は５３.８％（同６８.０％）であった。 

 イ 向こう１か月の気温は、平年並か高い見込みであり、本虫の発生に好適で

ある。 
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（３）防除上注意すべき事項 

  ア 発生が多くなってからの防除は困難であるので、早期発見・早期防除に努

める。 

 イ 本虫は薬剤が到達しにくい蕾や花、がく等に寄生しているため、丁寧に薬

剤散布を行い薬液がかかるようにする。 

ウ 薬剤抵抗性発達防止のため、同一系統の薬剤（令和７年長崎県病害虫防除

基準Ｐ１８２～ １８３の「作用機構による分類（ＩＲＡＣ）」参照）を連用

しない。 

エ  ミツバチへの影響日数を確認してから薬剤選定、散布を行う。 

 

果樹共通 

 

１．カメムシ類 

（１）予報内容：発生程度 並 

（２）予報の根拠 

 ア びわにおける４月前期の巡回調査（１０筆）の結果、発生を認めなかった

（過去１０カ年平均 寄生果房率０.０％、発生圃場率１.０％）。 

 イ フェロモントラップによる調査の結果、西海市で４月１半旬、諫早市（県

予察圃場）、大村市で４月２半旬に初誘殺を確認した。 

（３）防除上注意すべき事項 

   果樹カメムシ類の果樹園への飛来時期及び飛来数は地域や園によって異な

るので、今後の予察情報や病害虫防除所ホームページ（下記参照）に掲載す

る果樹カメムシ類の発生推移を参考に、各園地での発生動向に注意する必要

がある。 
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茶 

 

１．カンザワハダニ 

（１）予報内容：発生程度 やや少 

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、寄生葉率は０.７％（１.６％）、

発生圃場率は１６.７％（３１.１％）であった。 

 

２．チャノキイロアザミウマ 

（１）予報内容：発生程度 少   

（２）予報の根拠 

４月前期の巡回調査（１２筆）の結果、たたき落とし虫数（５回×４か所

当たり）は０.３頭（１.６頭）、発生圃場率は１６.７％（５０.７％）であ

った。 

 

３．クワシロカイガラムシ  

令和７年４月１５日付け病害虫発生予察防除情報第１号による。 

 



 

- 7 - 

【参考】

低い 高い
(少ない) （多い）

気温 20 40 40
降水量 40 30 30

日照時間 30 30 40

(令和7年4月10日発表　１か月予報　福岡管区気象台)

要素
平年並

※予報対象地域：九州北部地域
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○長崎県病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。  

「長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室 

（長崎県病害虫防除所）ホームページ」アドレス 

：https://www.pref.nagasaki.jp/e-nourin/nougi/JPP/index.html 

○この情報に関するお問い合わせ 

  長崎県農林技術開発センター 環境研究部門 病害虫発生予察室 

（長崎県病害虫防除所） ＴＥＬ：0957-26-0027 
 

https://www.pref.nagasaki.jp/e-nourin/nougi/JPP/index.html

